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緊
張
感
保
ち
批
判
、
提
言
を
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〔
以
下
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
は
、『
北
海
道
新
聞
』
２
０
１
４
年
２
月
６
日
付
の
「
Ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｒ
北
海
道　

再
生
へ
の
視
点
５　

労
使
関
係
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。〕

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
相
次
い
だ
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
、
不
祥
事
に
つ
い
て
は
、
安
全
意
識
を
徹
底
さ
せ
ら
れ
ず
、
現

場
の
状
況
を
把
握
で
き
な
か
っ
た
会
社
の
責
任
は
重
い
。
た
だ
、
労
働
組
合
に
も
問
題
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
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運
転
士
が
自
動
列
車
停
止
装
置
（
Ａ
Ｔ
Ｓ
）
の
ス
イ
ッ
チ
を
故
意
に
壊
し
た
事
件
で
は
、
Ｊ
Ｒ
は
当
初
、
出

勤
停
止
15
日
と
い
う
一
般
常
識
と
比
べ
て
軽
す
ぎ
る
社
内
処
分
を
下
し
た
。
結
果
的
に
運
転
士
は
警
察
に
逮
捕

さ
れ
た
が
、
会
社
側
が
労
組
側
の
顔
色
を
う
か
が
っ
て
、
断
固
と
し
た
対
処
が
で
き
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

乗
務
員
の
ア
ル
コ
ー
ル
検
査
の
義
務
化
が
遅
れ
た
の
も
、
Ｊ
Ｒ
が
、
検
査
導
入
に
難
色
を
示
し
た
一
部
労
組

に
配
慮
し
た
結
果
だ
と
す
れ
ば
、
乗
客
の
安
全
を
第
一
に
考
え
る
べ
き
鉄
道
事
業
者
の
対
応
と
し
て
疑
問
を
感

じ
る
。

　

労
使
関
係
に
は
対
立
、
協
調
、
癒
着
の
３
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
一
般
的
に
労
組
と
会
社
側
は
利
害
が
対
立
す

る
も
の
だ
が
、
双
方
が
自
立
し
た
立
場
を
保
っ
て
協
調
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
で
も
、
労
組
は
会
社
の

問
題
点
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
役
割
を
担
う
の
が
健
全
な
姿
だ
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
加
入
率
約
９
割
の
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
（
Ｊ
Ｒ
総
連
系
）
と
「
労
使
協
調
路
線
」
を
取
っ
て

い
る
と
い
う
が
、
実
際
は
協
調
の
一
線
を
越
え
て
な
れ
合
い
を
生
み
、
労
使
の
緊
張
感
が
薄
れ
て
は
い
な
か
っ

た
か
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
は
大
小
四
つ
の
労
組
が
あ
り
互
い
に
対
立
し
て
い
る
。
中
で
も
最
大
労
組
の
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労

組
と
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
（
Ｊ
Ｒ
連
合
系
）、
国
労
道
本
、
全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働
組
合
北
海
道
鉄
道
本
部
（
建

交
労
北
海
道
鉄
道
本
部
）
の
３
労
組
と
の
対
立
が
根
強
い
。
現
に
所
属
組
合
が
違
う
と
、
仕
事
の
手
順
を
教
え

な
か
っ
た
り
冠
婚
葬
祭
に
呼
ば
な
か
っ
た
り
す
る
事
例
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
で
は
職
場
の
風
通
し
は
悪
く

な
り
、
全
社
員
一
丸
と
な
っ
て
安
全
を
守
れ
る
は
ず
が
な
い
。



【論巧】緊張感保ち批判、提言を

3

　

な
ぜ
こ
う
な
っ
た
の
か
。
さ
か
の
ぼ
る
と
１
９
８
７
年
の
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
行
き
着
く
。
反
対
し
た
国

労
や
、
建
交
労
の
前
身
組
合
は
Ｊ
Ｒ
へ
の
採
用
で
差
別
さ
れ
た
。
一
方
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
の
前
身
組
合
は
会

社
側
に
協
力
し
、
優
遇
さ
れ
た
が
、
労
組
間
の
対
立
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
存
続
の
危
機
に
立
た
さ
れ
た
今
こ
そ
、
す
べ
て
の
労
組
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
正
当
な
批
判

や
提
言
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
。
労
組
も
過
去
の
し
が
ら
み
を
捨
て
、
会
社
の
再
生
に
力
を
尽
く
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

昨
年
12
月
、
Ｊ
Ｒ
発
足
以
来
初
め
て
４
労
組
が
同
一
テ
ー
ブ
ル
に
着
い
て
会
社
側
と
安
全
に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
労
使
と
労
労
の
関
係
を
正
常
化
し
な
け
れ
ば
、
再
生
は
不
可
能
だ
ろ
う
。


